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平成２６年度第１回鳥取県日野地区連携・協議会【会議概要】 

 

１ 日 時  平成２６年５月３０日（金）午前９時１５分～１０時１０分 

２ 場 所  日野振興センター 大会議室 

３ 出席者  竹内江府町長（会長）、景山日野町長、増原日南町長、澤田日野振興センター所長

ほか鳥取県及び日野郡３町関係職員 

 

４ あいさつ（要旨） 

【竹内会長】今日は平成２６年度第１回の協議会ですが、知事はご都合で来られないということ

でした。事前に事務局から説明を受けた際に、どうも各専門部会とも壁に当たって

いるように感じております。３町と県とが一緒になってこの日野郡を活性化してい

きたいという思いは一つですので、一つ一つ議論を繰り返しながら、日野郡はどう

あるべきかを前向きに議論していくべきではないかと思います。 

また先日、日野郡でも新甘泉を普及していったらどうかという提案をいただきま

した。実現は難しい部分も多いですが、新しいものの普及といった話があってもい

いと思います。これまで、個人的に基盤整備された農地は守っていかなければなら

ないと思っていましたが、最近農家の方から、稲をつくるところと転用するところ

の線引きがそろそろ必要ではというご意見も伺いました。そうすると、何を作って

いくのかということの議論があるので、できたらモデル的にでも日野郡３町、県の

指導や財政支援もいただきながら共同で日野郡の特産というものも研究すること必

要ではないかと思います。日南町・江府町では道の駅の建設計画が進んでいて、第

３者への直売的な発信場所が来年には確実にできます。そこで日野郡の統一の特産

は何なのか、３町に今ある特産は互いに協力して発信し、経済効果を生み出すとい

うことは当然必要ですが、新たにどういうものを並べて消費者・観光客に訴えてい

くかということを考なければならない重要な時期ではないかと思います。法定協関

係者の皆さんにもそのような思いで検討していただければと思います。 

 

５ 会議録署名委員の指名 

   竹内会長が「日野町の景山町長」と「日南町の増原町長」２名を指名 

 

６ 議  事 

平成２５年度事業報告及び決算の承認、監査報告について  ⇒ 承認 

 事務局八幡事務長から資料により説明 

 

７ 報  告 

平成２６年度事業の実施状況について 

    事務局八幡事務長から資料により説明 

    日野郡鳥獣被害対策協議会の活動状況について、日南町青葉農林課長から報告 

 

８ 協議事項 

（１）道路維持等専門部会の取組状況について 
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（２）農業分野等専門部会の取組状況について 

（３）監査専門部会の取組状況について 

（４）教育専門部会の取組状況について 

  各部会長から資料により説明 

 

９ 意見概要 

＜日野郡鳥獣被害対策協議会＞ 

【景山町長】去年の秋から今年の春にかけて大きな被害が出て、住民の皆さんの協議会に対する

期待は大きいと思います。もう一つ、捕ったものは猟期を外していて美味しくない

ので、ほとんど穴を掘って埋めているということを聞きますが、処理の仕方によっ

てはとても美味しいのです。今、日南町・江府町で道の駅の建設計画がありますが、

そういったところで特産品としての開発などもできないかと思っています。 
 

＜協議会のあり方＞ 

【増原町長】会長が挨拶で言われましたが、協議会の議論としても若干煮詰まった状況だという

ことで、例えば農業分野等でも鳥獣被害等の対策の方は動き出しましたがその他の

部分は正直煮詰まっているのかなと。また、監査委員事務局の関係もなかなか難し

い、当初考えていたような共同での事務局設置というのは非常に難しいのではない

かと思います。日野高校という新しい問題も出てきましたし、例えば全部を続ける

のではなくて、必要であるところを続けてある程度成果が見えたら止めるといった

スクラップアンドビルドも必要かと思います。 
【澤田センター所長】法定協も５年が過ぎますので、発達支援や鳥獣、道路についてもいろいろ

と成果が出ている反面、行き詰まった感のものもあります。また専門部会での議論

がだんだん詰まってきて細かい話になっていて、本来法定協の中で議論すべき行政

事務の効率化といった議論ができなくなっているということがあります。議論とし

て止めるのではなく一旦棚上げして、環境が変わったらまた検討するとか、その間、

新しいものに取り組むといったことがいいと思います。最近、急に人口減少化の問

題が言われるようになりましたが、定住促進や観光の辺りも含めて情報発信を引っ

ぱっていく、魅力づくりは各町で特色があるのでそれを共同発信できるような、日

野郡はこういう所だということを外向きに打ち出すことができないかと考えていま

す。それと併せて、先々どうやって公共施設を維持していくかという問題も、今議

論しておくべきことではないかと思います。３町と県とが一緒になって、今から相

談・議論し、提案していければと思っていますので、煮詰まったものは止めるので

はなくてちょっと棚上げして、新たなものに打って出る、発信をしていくという議

論をしていただきたいと思います。もう一つ幹事会について、今は専門部会から上

がってきてこの協議会に出すような流れの議論の仕組みになっていますが、もう少

し幹事さんの方から意見するやり方が、専門部会で効率的な議論ができるのではと

考えております。 
【竹内会長】幹事会クラスでたくさん思いがあるのでは。町長の思いと現場の思いと立場的に両
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方分かっておられるので、議論していただいて、専門部会に投げかけをしていただ

くことも大切だと感じました。 
       それとやはり日野郡は農業です。なので、先ほどの報告で方向を見つけられない

状況というのはどうかと。先に言ったように現場は現場でつらい部分もあるかと思

いますが、もっと大きな夢を描いていくべきだと思います。現場では発想が難しい

のかなと思いましたが、専門部会には県の職員も入っておられる、そういう中で方

向が見つけられないというのはどうか。積極性を出して欲しいと思います。 
【景山町長】幹事会がもう少し機能を果たしたらということで、日野町では副町長不在で幹事が

一名足りない状況でしたが、４月から山口副町長が来られてようやく足並みをそろ

えることができました。町長というのは大きく夢を語るのが仕事で、課長は実務を

優先する、その間が幹事会だと思うので、できたら月に一遍ぐらい集まって日野郡

のいろいろな問題を話し合って専門部会に提案してもらえれば、新たな展開が出て

くると思います。新しい問題はたくさんあるので、そういうものに向けて邁進して

もらいたいと思います。結果は結果ですので新たな展開を起こしてみる、そういっ

たきっかけの２６年度になればと思っております。 
 

＜日野郡の教育のあり方＞ 

【景山町長】日野高校の将来をどうしていったらいいのか、今日は県の教育委員会からも来てお

られるのでその辺りも聞いてみて、一緒になって我々は取り組んでいく必要がある

と思います。今年はコーディネーターも募集予定としていますが、早くその連携役

を決めて行動に移していきたい。 
【竹内町長】教育分野で気になるのは、子供の人数が減ってきたためにどの町でも学級人数が減

っている。それは個々の能力を高めるためにはいいところもあるが、競争力がなく

なる、体験・遊びの場が少ない、部活動はどうなるんだといった親の心配も他方で

は出てきます。それを日野郡の大きな課題と捉え、多少冒険的なことも行政の中で

は議論して、各町の小学校・中学校の連携という大きな動きを教育委員会の方に投

げかけていくということも必要ではないかと思います。 
 

＜日野郡で取り組むべき課題＞ 

【増原町長】この日野郡でもう一つ取り組まないといけないと思っているのが、広域観光。ニュ

ースにもなりましたが、ＪＲ西日本が１０両編成で３０人乗りという豪華列車を、

一泊二日又は二泊三日で山陽本線と山陰本線を走らせると。ただ日野郡は全く通ら

ないということがあって、降りるか降りないかは別として、やはり日野郡の景色を

見たり地域を知るということ、美味しいお米を食べてもらったり、美味しいお水を

飲んでもらう、そういう仕掛けは必要だと思います。今ある日野郡の広域観光の会

でやるべきところもありますが、やはりもう少し機動性を持ってやる必要があると

考えています。コースを決めるのは松江支店長と聞いていますが、今の松江駅長は

日南町出身者ということで、その辺もやはり考えていかなければいけないのでは。

出雲大社では高円宮家との結婚式もあり、島根県ではたたら侍という映画も製作さ
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れて今年の秋には全国公開ということで、日野町と日南町ですけれども、たたらで

お互いに何か連携できないかということがあります。やはり日野郡でもその辺を上

手くやり、最終的には県も絡んでいただいて。 
【竹内会長】広域観光ですが、東海県人会に行きましたら、東海の方で近藤家にお邪魔したり団

体や個人で金持神社に行ったり、たたら関係で一生懸命活動しているのをお聞きし

ました。ただ嘆いておられたのは、全国でたたらの２大河川、このうちの一つが日

野川でそれほど重要だとか、鳥取では県の熱意が全然ない。やっぱり島根や他の地

域では、地元はもちろんですが県の思いもものすごく熱いんだそうですよ。そうい

う意味では、鳥取県というのは結構さらっとしている。たたらは日野郡の大きな財

産だと思いますので、少し江府町が薄い気がしますが江府町が関わっている部分も

ありますので、よろしくお願いします。それと新しい豪華列車の話ですが、増原町

長がおっしゃったように、是が非でも日野郡にも走ってもらいたい。多くの鉄道を

愛するカメラマンが全国におられるが、そういう人たちも来て経済波及、活性化に

繫がっていくようなこともあるので、大きな夢をしっかり持って、お互いのポジシ

ョンを大事にした上で幹事会がどんどん動いてもらえれば、より活性化に繫がると

思います。 


